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６月１０日の例会報告 
会 長 の 時 間 
 ６月も上旬が過ぎ、本年度もいよいよ本例会を合
わせまして、あと３回となりました。無事終着駅に着く
ことができますように、皆さんよろしくお願いいたしま
す。 
 さて、これからお話しすることは、大変不本意なこと
なんですけれども、岸田内閣のときに方針が決まっ
たのだそうであります。とんでもない税金が検討され
ております。それは、車が走った分だけ支払う走行
距離税の導入であります。 
 導入される理由は２つあります。その１つはニュー
ジーランド、アメリカ、ドイツなど、既に海外で導入さ
れているので、その例に習おうということです。 
 ２つ目は、ＥＶ車など、ガソリン税を徴収できない車
が増えていくからです。ただ、驚くべきことは、ガソリ
ン税の対象外となる電気自動車の普及率は現在た
ったの３％です。将来はもう少し増えるかもしれませ
んが、その３％を補填するためだけに走行距離税を
追加しようとしているようです。ＥＶ車だけなら理解も
できるのですが、これが導入されますと、マイカーの
所有者には大きな影響が生じ、バスやタクシー、さら
にはトラックなど、物流コストが上がる可能性が生じ
ます。すると、ありとあらゆるものが上がっていくのは
必然です。ただでさえ、物価の上昇が激しく、またガ
ソリン税の二重取りの問題や、足として車が絶対に
必要な地方など、これ以上の重税感に国民は耐え
られるのでしょうか。 
 もともと車で走るとガソリンを消費します。そのガソリ
ン消費に応じてガソリン税を払っているのだから、ガ
ソリン税は紛れもなく走行距離税でもあるのです。車
を買っても走らずに飾っておけと言うのでしょうか。 
 いずれにしましてもＥＶには多額の補助金や税制

上の優遇をほどこし、表向きの理由である環境を楯
に、いかに国民からお金を搾り取るかしか考えてい
ないのではないかと思ってしまいます。おまけに、通
勤手当にも１円から税金をかけようとしている情報が
ございます。これらの問題は、私たちの生業である
経済活動のコストに直結してまいります。岸田総理
のせいで本当に日本が終わってしまいそうな勢いで
すが、とても次の世代にとって、石破総理の言う楽し
い日本にはなりそうにもないなというふうに思った次
第であります。 
 
幹 事 報 告 
◎６月１７日（火）は委員長活動報告（２）となっており
ます。委員長の皆様よろしくお願いいたします。 
 
次年度幹事報告 
◎先週のクラブアッセンブリーにご参加くださいまし
た皆様、ありがとうございました。 
◎概況報告書の写真を、本日例会終了後、事務局
にて堀内会員に撮影いただきます。写真が古くなっ
ている方は、お撮り直しの程よろしくお願いいたしま
す。 
 
誕 生 日 祝 
西川  圴会員(6月11日) 山田  博会員(6月14日) 
村野淳二会員(6月16日) 
結 婚 記 念 日 祝 
黒松  健会員(6月14日) 
創 業 記 念 日 祝 
池木啓仁会員(6月10日) 
 
ロータリー財団年次基金寄付 
                  （2024～2025年度） 
年次基金寄付 
○マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（7回目） 
 寺田俊彦会員 
○マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（5回目） 
 下村敏博会員 竹村惠史会員 中堀克己会員 
 船木克容会員 吉村忠雄会員 脇本𠮷清会員 
○マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（4回目） 
 河村憲一会員 東辻英郎会員 村井善治会員 
○マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（3回目） 
 髙木美香会員 涌田義昭会員 
○マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（2回目） 
 白井健雄会員 林田光治会員 吉井英一郎会員 

 
  
 委 員 長 活 動 報 告（２） 
   
 

本日の例会 (６月１７日) 

 
  
 会長・副会長・幹事退任挨拶 
   

次回の例会 (６月２４日) 

 

○管理運営委員会（副会長） 中井謙之委員長 
  会員の皆様の円滑な活動と親
睦を図るという意味で、いろんな方
向で活動していただきました。皆様
のご活動を抜粋いたしますと、出
席委員会の皆様には、特にお弁
当のロスについてアピールしてい

ただきました。親睦委員会の方には非常に魅力的
な企画を立てていただきました。ありがとうございまし
た。プログラム委員会につきましては、本年度は特
に多彩なゲストの方をお迎えしていただき、非常にう
れしく思っております。ニコニコ箱委員会は、今年度
の総額の発表を楽しみにしております。健康管理委
員会では、人間ドックにつきましていろいろと手配い
ただきました。会員の皆様の健康長寿のために、今
後ともよろしくお願いいたします。趣味の会委員会
につきましては、ゴルフコンペや恵比寿クラブの手
配をいただきまして、ありがとうございます。皆様、円
滑な会の運営にご協力いただきましてありがとうござ
いました。 
○会計 上田麻子会計 

  予算は順調に執行しておりまし
て、５月までの数字として、収入額
は４２８０万円、支出額は３４６６万
円、差額は９１４万円となっておりま
す。未収金、未払金を計上した今
年度末決算見込みは、次期繰越

金７００万円程度になる予定でございます。役員の
皆様をはじめ、いろいろご教授いただきまして、大
変勉強させていだたきました。どうもありがとうござい
ました。 
○Ｓ.Ａ.Ａ. 平岡雄一郎Ｓ.Ａ.Ａ. 

  会場設営という面では、皆さん
に１１時前には集まっていただき、
十分に余裕を持って会場の設営
ができました。急な段取りの変更に
も対応することができました。 
 肝心の例会のほうですが、これは

威儀を正して、なおかつなごやかな例会というもの
を目指しておりました。そして、ゲストの皆様に気持
ちよくしゃべっていただけることを念頭に置いてやっ
てまいりました。ただ、その中で、毎回、例会前には
携帯電話を切っていただくようお願いしておりました
が、幾度となく電話が鳴っておりました。この点につ
きましては、電話を切っていただくだけで済むことな
ので、次年度はぜひ鳴らないようにしてもらいたいな
と思います。 
 それ以外の点ですが、興味のある卓話、ゲストの
方の際には、皆さん集中して熱心に聞いておられま
した。物すごくいい雰囲気でございました。反面、関 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心のないゲストの方のときには、私語が多々出てお
りました。お話しくださっているゲストの方には、あん
まり気持ちのよくない思いをさせてしまったかなと思
います。そういったとき、Ｓ.Ａ.Ａ.が監督者の立場とし
て注意をしていいのかどうか、非常に悩んだところも
ありました。その辺は、Ｓ.Ａ.Ａ.として歯がゆいところ
もあったのですが、次年度委員長の堀内会員には
その辺の課題をしっかり引き継いで、やっていただ
きたいと思っています。 
 平岡はすぐかっかするな、沸点低いなと言われて
まいりましたが、個人的には随分気が長くなったなと
思っております。本当に１年間皆様ありがとうござい
ました。 
○ローターアクト委員会 川中教正委員長 

  委員会としては３つの目標を据
えておりまして、１つはロータリーと
アクトとの相互理解を深めることでし
た。私自身、初めての委員長でご
ざいましたので、アクトメンバーと交
流し、認識を深めるというところから

スタートさせていただきました。 
 ２つ目は会員拡大でございます。ロータリアンのご
理解、ご協力をいただきまして、４名の有望な若者
に新しく参加していただくことができました。例会な
ど、明らかに活力が生まれておりまして、意見がたく
さん出ております。楽しいローターアクトを、今、運営
できております。一昨日の日曜日には、ローターア
クトの地区の最終事業がありまして、会員拡大第４位
ということで表彰していただきました。ご協力ありがと
うございました。 
 ３つ目は、地区代表として出向しております、岡本
君のバックアップでございます。岡本君も１年間立派
に務めていただきまして、一昨日、最後の事業を迎
えることができました。地区の皆様にも支えていただ
き、また大和高田ＲＣにも支えていただきましたおか
げでございます。私としては、十分なサポートがなか
なかできなかった面もございますけれども、何とか責
務を果たすことができたかと感じております。 
 また、大和高田ＲＡＣの活動といたしましては、今
度の最終例会で２４回の例会を開催することができ
ました。１月には大和高田のウォークラリーにも参加
し、充実した奉仕活動を展開させていただくことがで
きました。 
 最後に、来年、大和高田ＲＡＣは創立３０周年を迎
えます。この５月からは来年度の３０周年に向けて、
例会や事前の準備事業を進めさせていただいてお
ります。１１月には記念事業、来年の５月には記念式
典を企画しておりますので、ぜひとも皆様、ご参加く
ださいますようお願い申し上げます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
出席報告 
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義務 
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出席率 

６月10日 87 55 49 ６ 3 32 22 1 96.15％ 
６月３日 87 55 51 ４ 0 32 24 0 94.94％ 
５月27日 87 56 49 ７ 4 32 22 0 96.15％ 

※食品ロスの削減に努めましょう。（６月３日の弁当残数は２個） 

 

 

 

 



○マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（１回目） 
 射場祥行会員 鵜山洋子会員 藤井宏典会員 
 村島靖基会員 
○ポール・ハリス・フェロー 
 川村英亮会員 
恒久基金寄付 
○ベネファクター（１回目） 
 杉垣輝樹会員 林田光治会員 山下精久会員 
ロータリー米山奨学会寄付表彰 
                  （2024～2025年度） 
○第8回米山功労者 マルチプル（80万円以上） 
 杦村喜芳会員 中井隆男会員 
○第7回米山功労者 マルチプル（70万円以上） 
 黒松  健会員 下村敏博会員 西川  圴会員 
 吉田  暁会員 𠮷村元嗣会員 脇本𠮷清会員 
○第6回米山功労者 マルチプル（60万円以上） 
 川中光教会員 東辻英郎会員 
○第5回米山功労者 マルチプル（50万円以上） 
 出川裕一会員 吉村忠雄会員 
○第4回米山功労者 マルチプル（40万円以上） 
 村井善治会員 
○第３回米山功労者 マルチプル（30万円以上） 
 木原常裕会員 西田陽昭会員 
○第2回米山功労者 マルチプル（20万円以上） 
 射場祥行会員 村島靖基会員 鵜山洋子会員 
 喜夛輝昌会員 
ニ コ ニ コ 箱 
・安田先生に、大変、お世話になりました。おかげさ
まで体調も戻り、ありがとうございました。 
 池木啓仁会員 
・出席、親睦、プログラム、ニコニコ、健康、趣味の会
の委員の皆様に感謝。 中井謙之会員 
・本日、各委員長様、活動報告よろしくお願いいたし
ます。 丸野正徳会員 
・クラブアッセンブリーありがとうございました。誕生
日祝を頂いて。 山田  博会員 
・先週、クラブアッセンブリーに出席していただき、あ
りがとうございました。これからよろしくお願いします。 
 木原常裕会員 
・先日ローラ会のゴルフコンペ、楽しくできました。お
まけに団体戦もロータリーが勝つことができました。
ありがとうございます。 垣本喜己会員 
・年末調整。（ニコニコの） 枡岡  進会員 
・夏季賞与を出すことができました。一ノ坪英二会員 
・誕生日祝を頂いて。 村野淳二会員 
・結婚記念日祝を頂いて。 
 黒松  健会員 林  輝一会員 
委 員 長 活 動 報 告（１） 
○会員増強委員会   脇本𠮷清委員長 

 方針は、委員会の名称のとおり、
会員増強をすることなのですけれ
ども、今年は新しい試みとして、ロ
ータリークラブを知ってもらうため
に、その足がかりとなるパンフレット
を作ってお配りするということにも

取り組みました。残念ながら、まだ増強にはつなが
っておりませんけれども、このままではクラブの存続
が将来なかなか厳しいものになると思いますので、
ぜひとも次年度も含めまして、皆さんのお近くの方を
ご紹介いただきますようにお願い申し上げます。 

 会員数は９１名から始まりまして、現在は８７名とな
り、４名減でございます。平均年齢は６８．２歳と、非
常に高齢化が進んでおりますので、平均年齢を下
げるように若い方、特に４０代、５０代の方で新入会
員の増強をしていただければ幸いかと存じます。引
き続きまして、会員増強のご努力を、皆さん方、よろ
しくお願いいたします。 
○会員選考委員会  黒松  健委員長 

 あれほど猛威を振るったコロナも、
２年前の５月には５類となりました。
今年度はさぞや、今までたまって
いた会員が一遍に上がって来るの
ではないかと楽しみにしておりまし
たが、あにはからんや、選考委員

会に上げていただいたのは、１２月にございました、
香芝地区からの一ノ坪さんたった一人でありました。
本当に残念です。 
 コロナの前までは、年間大体４名から６名ぐらいの
増強、推薦があったのですけれども、コロナになっ
てから、１名か２名、あるいは、ないときもありました。
このままではやはりクラブが衰退していきますので、
次年度はぜひともそれぞれの地区から最低１名、多
ければ２名ぐらいの人を必ず出していただきたいと
思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
○職業分類委員会  杦村喜芳委員長 

 当委員会は会員増強委員会の中
の小委員会だと思っております。し
たがって、増強委員会から推薦、そ
して選考された会員予定者に対し、
職業分類表に基づきまして、職業
分類を決定していく委員会です。よ

って、会員予定者が増強委員会より推薦、選考され
なければ、当委員会の仕事はないということになりま
す。 
 今年度は、脇本会員増強委員長の努力によりまし
て、１名の方に入会をしていただきました。よって、
当委員会も仕事にあぶれることはなく、最低限の仕
事を全うさせていただきました。香芝地区より一ノ坪
英二会員に１月より入会していただきました。職業分
類は、金属製品加工の部門に決定させていただい
ております。 
 過去におきましては、職業分類は１業種１会員制
でありましたが、最近は同業者でも推薦していただく
ことができますので、ご推薦の程ひとつよろしくお願
いいたします。 
 さて、皆さんもご存じのとおり、ロータリアンの義務
の一つに会員予定者を紹介するということがありま
す。今、自分は、ロータリアンとしてここに籍を置いて
いるわけでございますけれども、これはやはり先輩
方の紹介によりまして、ロータリー活動をしていること
になるわけでございます。先輩方の恩を忘れずに、
また恩返しをするという意味でも、クラブが発展、永
続していくためには、会員それぞれが新しい予定者
を見つけ紹介をしていくことがロータリアンの義務で
あろうと、私たちは先輩から教えられてきたわけであ
ります。 
 もう次年度も近づいてきておりますが、次年度に向
かっては、多くの会員予定者を地区の情報集会に
おきまして、紹介していただきますことを願って報告
とさせていただきます。 

 

 

 

○ロータリー情報委員会  牧浦  徹委員長 
 方針といたしましては、１つは、ロ
ータリーに関する知識や新しい情
報を提供し、ロータリアンとしての意
識の高揚と向上に努める、２つ目が、
クラブとして新入会員がより親しむ
ための機会を企画するということで

１年間考えておりました。 
 実施しましたことは、新入会員２名の方、一ノ坪会
員と俵本会員のお二人にオリエンテーションをさせ
ていただきました。それと、３年未満の方９名に地区
大会の新入会員セミナーと、地区の職業奉仕委員
会の講演会に参加していただきました。 
 また、地区の情報集会は５地区ありますけれども、
２回ずつ計１０回参加させていただきました。その中
の主な議題は、ほとんどが新入会員の推薦というこ
とでございましたが、名前は挙がってくるけれども、
なかなか入会してもらえない状況でした。それぞれ
地区によって推薦の仕方ややり方が違うということも、
参加して初めてよく分かりましたし、また勉強になり
ました。 
 新しい情報を提供するという機会を作ることはでき
ませんでしたが、これは次年度以降の課題として、
𠮷川雅章次年度委員長に引継ぎをさせていただき
たいと思います。 
○公共イメージ委員会   鈴木勝士委員長 

 池木年度の各事業の理念につき
まして、地域に啓蒙を図り、できる
だけロータリークラブの基本理念と
ともに分かっていただくという目的
で、記者クラブ等々にコミュニケー
トさせていただきました。しかし、新

しい市役所になってからは、何度かお伺いしても、
記者クラブには常勤している記者の方がほとんどい
らっしゃいません。毎日新聞、奈良新聞、中和新聞
には、個々に私は交渉しまして、池木年度の事業に
ついて啓蒙を図りました。 
 まず、昨年１１月２６日に例会場で行いました、エッ
センシャルワーカー表彰、これは例年やってまいり
ました、警察官表彰と市民病院の職員に対する表
彰についてでございます。 
 そして、青少年奉仕委員会におきましては、これも
継続事業でございまして、少年少女野球教室ベー
スボールキャンプｉｎ奈良、奈良新聞が主催で、ロー
タリークラブは協賛ということで行っております。 
 その後、昨年の１２月８日、御所実業高等学校グラ
ウンドでのラグビー教室が開催されました。 
 今年の４月２０日には高田川の歴史を再発見する
という、大和高田歴史ウォークがございまして、これ
も結構な人数にご参加いただきました。それぞれ、
奈良新聞、毎日新聞、中和新聞の方々に取材をし
ていただきまして、地域の方々にロータリーの事業
の基本理念をお知りいただき、今後の事業継承の
一助となるよう図ってまいりました。 
 来年度の公共イメージ委員会の方々にも、個々の
新聞記者との交流につきまして、引継ぎはさせてい
ただきます。けれども、記者クラブに行ってもなかな
か、担当者は決めておられるようですが、お会いで
きるケースがほとんどございません。橿原に行って

いるケースが多いということで、非常に高田としては
寂しい思いをいたしました。 
 また、今後、公共イメージの発信は、ホームページ
であるとか、ネットを利用して考えていく必要もあると
思いますので、次年度以降ご担当の公共イメージ委
員会の皆様、よろしくお願い申し上げます。 
○会報・資料委員会 杉村喜之委員長 

  私は入会１年半のときに、この会
報・資料委員会の委員長を拝命い
たしました。できるものかどうか不
安でございましたが、今年１年間活
動をしてまいりました。その中で、
皆さんに助けていただきまして、方

針どおり大過なくやり遂げたということをお伝えした
かったところなんですけれども、なかなかそうはまい
りませんでした。 
 まず、振り返れば、ガバナーの公式訪問を見事に
すっ飛ばしたような資料づくりになりまして、それを
修正版という形で修正させていただきました。さらに、
それについても見事に間違ったというような形で大
失態を犯してしまいました。以後、会報をより正確に
伝えるべく資料の間違い探しをする日々を過ごして
おりました。 
 その中で、寺田俊彦会員のお名前を間違っており
まして、こちらは、ご本人からご指摘を頂戴いたしま
したが、「そんな報告なんかする必要ないよ。一応、
間違っておるから言うておくよ」というような非常に温
かい言葉をいただきました。それに甘えて報告はし
ておりませんでしたが、訂正してお詫びいたします。
その他、会報資料において、気になる文面はあった
かもしれませんが、なんとか皆さんに情報をお伝え
できたかなと思っております。 
 おかげさまで、文章を注意深く見ることができるよう
な、個人的にはそんな習得ができました。そういう意
味では、この立場を与えていただいたことに感謝さ
せていただいて、また今後、皆さんとともに活動して
いきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいた
します。 
○雑誌・ＩＴ委員会 中井俊之委員長 

  方針は、当クラブの活動の広報
に努めること、またロータリークラブ
機関誌『ロータリーの友』の記事を
紹介し、会員の相互理解を求める
ことといたしました。行事と実施項
目といたしまして、当クラブのホー

ムページの更新につきましては、私は関わっておら
ず、業者にお任せするような形となっております。次
年度委員長はしっかりした方ですので、その辺も対
応していただけると思っております。 
 唯一私がいたしましたのが、『ロータリーの友』のト
ピックスを抜粋して発表するということでありまして、
先週で終わることができました。今年１年、本当にお
世話になりました。拙い抜粋でしたので、うまく伝わ
ったか分かりませんが、私自身は今までにないほど
『ロータリーの友』を読ませていただき、大変勉強に
なりました。皆様方には本当にお世話になり、ありが
とうございました。 
 
 
 

 

 

 

 


